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１年生のミュージカル大成功！ 
― 一人ひとりが自らの役割を果たした成果 ー 

 10 月 30 日(日)に開催した二中ミュージカルのポポロ(三原市芸術文化センター)公

演は見事でした。昨年に引き続き２回目のポポロ公演。やはりポポロの舞台は最高

でした。最高の舞台にふさわしいミュージカルの上演となりました。 

雨の中にもかかわらず，約 800 名の観客がポポロに集いました。保護者・市民・

学校関係者など観客の層は色々でした。おじいちゃんやおばあちゃん，弟や妹，隣

近所のおじさんやおばさん，一年生の先輩になる２・３年生など多くの人々が見守

る中でのミュージカル。歌あり，踊りあり，語りあり。涙あり，笑いあり。約 70 分

間のミュージカルはあっという間に終了しました。余韻が漂うなかでの幕。カーテ

ンコールや「ふるさと」の大合唱も印象に残りました。２・３年生の友情出演によ

るエネルギッシュなオープニング，吹奏楽部のオーケストラ・ピットでの生演奏も

すばらしかったです。プロローグからエピローグまで観客を釘付けにした満点のミ

ュージカルであったように思います。 

今年度は東日本大震災の復興を願う記念すべきミュージカルでもありました。

人々が助け合い支え合う「絆」，ふるさとへの「誇り」，伝統文化に熱き思いをはせ

る「三原魂」など，校訓にいう「響き合う二中っ子」は校内外において健在ぶりを

発揮しました。ミュージカルの目的は十分に果たすことができたように思います。 

ここに改めて，関係者の皆様に心から感謝申し上げます。とりわけ，脚本家・演

出家の林昭弘先生(AKI 演劇研究所)，歌唱指導の二野宮賀子先生(エリザベト音楽大

学講師)，三原やっさ振興協議会の皆様，大人のキャストの皆様には，大変お世話に

なりました。衷心より厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の行事予定 
日 曜 行  事 

４ 金 広島県特別支援教育研究大会 

５ 土 第 56 回二中文化祭 

６ 日 万引き防止キャンペーン(吹奏楽部)，「ひろしま教育の日」フォーラム 

７ 月 振替休日(11/5 分) 

８ 火 校内研修―不祥事防止，自己申告書(中間)提出，税務署来校，尾道高校来校 

９ 水 校内研修―授業研究 

10 木 教職経験６年目研修，近畿大学附属福山高校来校 

11 金 広島県中学校社会科教育研究大会 

13 日 中国中学校駅伝大会―陸上部女子出場 

14 月 初任者研修―授業研究 

18 金 広島県中学校理科教育研究大会(会場―二中) 

19 土 みんなで作ろうひろしま自慢―二中(１年生一部)ステージ発表(於：尾道市公会堂) 

22 火 期末試験発表，如水館高校来校 

30 水 二学期期末試験～12/2 

【ポポロ公演が読売新聞に掲載されました】 

 

 

 

生徒の日記より 

今日は１年生のミュージカルにつ

いて書こうと思います。 

まず度肝を抜かれました。「すごい

度胸をしてるなぁー」と，見ていて

つくずく思いました。後輩からも学

ぶところがたくさんありました。 

１年生のバレー部の女子(マミ役)

が独唱するところがありました。「春

の七草・・・」ってところです。あ

れには鳥肌が立ちました。あれだけ

の人がいても堂々としている姿に，

「これは盗もう。もらった。」と思い

ました。あんなに釘付けにされたの

は何年ぶりかなぁー？ 

僕はこれから「自分らしく野球を

する。何事にも恐れず自信をもっ

て。」をモットーにしていきたいと思

っています。今日はとても勉強にな

りました。１年生のみんなありがと

う！       

(２年 原田和宏) 


